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γニ tー∑∑(clqcjq･h･C)･U写 - ⊥-p写n･qq <t',j>
によって表される｡ここで､Uはオンサイ トクーロン相互作用の強さを表しているパラメータであ
る｡まず､電子の数をhalf一点Iledに固定してU≫1とすると､-バードモデルの有効ハミル トニア
ンは反強位性ハイゼンベルクモデルになる. この事実から､half-Rledでの高温超伝導休の反強磁性
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